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はじめに 

ジャロシンスキー守谷相互作用（DMI）やスピン軌道トルク（SOT）はスピントロニクス領域で非常

に重要視されている。これらの効果は空間反転対称性の破れに起因することが知られており、それらを

研究するために主に空間反転対称性が局所的に破られている重金属／強磁性二層膜の界面が利用され

てきた。本研究では、反転対称性が構造全体を通じて破れている Co/Gd/Pt フェリ磁性体多層膜における

DMI と SOT を調べた。 

実験方法 

本研究では、DC マグネトロンスパッタ装置を使用して、室温において熱酸化 Si 基板上に

Ta(5)/Pt(3)/[Co(0.5)/Gd(1)/Pt(1)]N /Ta(3) [単位：nm]フェリ磁性膜を作製した。ここで、N は、Co/Gd/Pt の

3 層の繰り返し数を表し、1-5 まで変化させた。これらの薄膜をフォトリソグラフィーとアルゴンイオン

ミリングを用いて細線に加工し、DMI と SOT は磁気光学 Kerr 顕微鏡を用いて電流印加磁場駆動磁壁移

動から評価した[1]。 

実験結果 

 図 1(a)および 1(b)に示すように、DMI 定数 D およびスピンホール角 θSHは、N に対してほぼ一定であ

ることが分かった。これらの結果は、N に比例して界面の数だけでなく強磁性層の数も増加するため一

定の D を示し、また、超格子内のすべての重金属層は各重金属層が符号の異なる隣接する上部および下

部強磁性層へのスピン流を生成により正味スピンホール角に寄与できないため一定の θSH を示すと考え

られる。 
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図 1(a) DMI 定数 D と(b)スピンホール角 θSH の積層回数 N 依存性。 
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